


空き家とは、年間を通して人が住んでいないことが常態化して

いる家のことです。

など、うちの家は空き家じゃない…と思っていても、実は「空き家」

なのです。



相続や転勤、転居により思いがけず空き家の所有者になる可能性があります。

そのような時に知っておいてもらいたいことを、この冊子にまとめました。既に所有している人

にも幅広く役立つように、いろいろな情報を盛り込んでいるので、ぜひ読んでみてください。

お手入れしないと建物の劣化が進みます！

防災性・防犯性の低下でご近所に迷惑がかかります！

人が住まなくなった家、すなわち空き家は、傷みの進行が早くなります。また、防災・防犯面での問題が発

生し、地域の方に迷惑をかけてしまい、経済的な負担も生じます。

湿気や害虫による

土台の腐食

樹木や雑草の繁茂

隣地や道路への

はみ出し

玄関ドアの損傷

外壁の汚れや破損

窓ガラスの割れ雨樋の破損•屋根瓦

の劣化やズレ

雨漏りによる

天井や床の腐朽

内壁の剥がれ

不審者の侵入等

犯罪の温床に

放火等による

火災

動物の棲みつきや

蜂の巣•

害虫の発生

ゴミの放置や

不法投棄

老朽化や強風等による

屋根や外壁材等の

落下•飛散•倒壊事故

維持管理費・改修費が増加し、売る・貸す・再利用が困難になります

法律に基づく指導等の対象となります

固定資産税等の税負担が増加する可能性があります

空き家に起因する事故や災害等が起きた際、損害賠償を請求される場合があります

さらにはこのようなことになる恐れもあります！



空き家をそのまま放置すると固定資産税等の額が大幅に上昇します。

行政から「特定空家等」として、助言・指導を受けた後もそのまま放置すると、勧告を受けることとなり、

敷地の住宅用地特例が解除され、固定資産税と都市計画税の額が大幅に上昇します！

1  そのまま放置すれば

倒壊等著しく保安上危険

となるおそれの

ある状態

3  適切な管理が

行われていないことにより

著しく景観を損なっている状態

2 そのまま放置すれば

著しく衛生上有害となる

おそれのある状態

4 その他周辺の生活環境の保全を図るために

放置することが不適切

である状態

全国的に適切な管理をされず、放置されて老朽化した空き家が増加する中、平成27年5月に「空家等対策

の推進に関する特別措置法」（以下「空家法」という。）が完全施行され、令和5年12月に改正されました。

空家法において、「空家等の所有者または管理者は、周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよう、空家等の

適切な管理に努めるとともに、国または地方公共団体が実施する空家等に関する施策に協力するよう努めな

ければならない。」と定められており、空き家の管理は所有者・管理者の責務となっています。

この責務を怠ると、空き家が空家法に基づく「特定空家等」となる場合があります。

「特定空家等」とは、以下のような状態にある空き家をいいます。


